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サビ児管同士の連携
～就労事業からサビ児管プロセスを考える～



R6年度報酬改定

就労系サービス
支援計画会議実施加算の見直し

○ 地域連携会議実施加算（Ⅰ）583単位／回

サービス管理責任者が就労移行支援計画等の原
案の内容及び実施状況 （利用者についての継続
的な評価を含む。）について説明を行うととも
に、 関係者に対して、専門的な見地からの意見
を求め、就労移行支援計画等の作 成、変更その
他必要な便宜の供与について検討を行った場合
に、１月につき １回、かつ、１年につき４回を
限度として、所定単位数を加算する。



支援学校 卒業

就 職

再 就 職

【職業生活支援】

【日常生活支援】

ハローワーク
・求職登録
・職業紹介
・求人開拓 等

就労移行支援
・職業訓練
・職場実習
・定着支援 等

障害者就業・
生活支援センター
・就職・定着支援

・事業主支援
等

地域障害者
職業センター
・職業評価
・ジョブコーチ
支援 等

離 職

再チャレンジ

就労継続支援
・就労の場の提供

障害者就業・
生活支援センター
・就業に伴う生活支援

相談支援事業者

・生活サポート
・福祉サービス計画策定

福祉事務所
社会保険事務所
消費者センター
弁護士
警察 等

金銭管理
権利擁護

犯罪対応 等

グループホーム

職業生活のライフステージに対応した障害福祉サービスの活用（例）

ホームヘル
プ・移動支援
等の福祉サー

ビス

職業訓練機関
退 職



・連携やネットワークは
必要だと思いますか？

・そう思うとしたら、
なぜ必要だと思いますか？



連携には相手がある！

まずは相手を知る、地域を知る
ことから

→地域によって社会資源はさまざま

地域格差が課題に



どんな機関と連携していますか？
【就労支援機関】・・
【生活支援機関】・・
【医療機関】・・
【教育機関】・・
【児童分野機関】・・
【行政】・・
【インフォーマル】・・
【その他・・】・・



モデル6センターにおける地域の就労支援機関に対する意識調査結果

2023年定着支援地域連携モデルに係る調査事業（ＮＰＯ法人全国就業支援ネットワーク受託）より



お互いの認識にズレが・・

連携できている

信頼されている

あまり知らない

必要ない



地域連携が機能するには

•「地域を知る」

•「自事業所の地域での役割を

認識する」

•「そのうえで実働する」



連携の３段階

Linkage つながり

各専門職が随時の情報交換を
行い、コミュニケーションを
とることで顔の見える関係
（連絡が取れる関係）につな
がる段階

（目的共有・達成に向けた土
台）

Coordination 調整・協力
定期的な業務連携（計画的な情報共有や

支援のマネジメント）が行われている段

階

相談支援専門員・サビ児管の定期的な業

務連携（計画的な情報共有や支援のマネ

ジメント）が行われている段階

目的の共有化が行われて支援が行われて

いる。（目的達成のための支援の基本的

枠組み）

Integration 統合・協働

組織を超えた新たなチームとして成熟

した組織として展開される段階

緊急時など集中的に援助が必要なる段

階や、個別のケースだけではなく、マ

クロへの役割が開いた段階

（より密接な対応、常時必要とは限ら

ない、発展した状況）

2022年障害者政策総合研究事業 「相談支援専門員とサービス管理責任者及び児童発達支
援管理責任者の連携に関する評価ツールの開発のための研究」を基に改変



職場・地域生活

保育所等

学校等

医療

医療

学校保健

母子保健
障害児
支援

地域における「縦横連携」のイメージ

医療就労
支援

障害福祉

障害福祉

障害児
支援
後方支援

後方支援

入学

卒業

成年期

障
害
児

相
談
支
援

本
人（家

族
）

障
害
児

相
談
支
援

本
人

・
家
族

本
人

・
家
族

計
画
相
談

支
援

本
人（家

族
）

「気づきの段階」からの支援

関係者間の共通理解・情報共有
→ 途切れない支援の調整

地域保健

本
人（家

族
）

障害福祉

乳幼児期

学齢期

児童福祉

児童福祉

平成26年7月16 日 障害児支援の在り方に関する検討会
（参考資料）（２）
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軽い「フットワー
ク」で、新しい場所
に一歩足を踏み入れ
る。また「足でかせ
いで」即座に課題を
解決する姿勢が大切

→ 足でかせぐ

連携のヒント

ネットワーク チームワーク
一歩を踏み出し、顔

見知りの人たちを増
やし、合う都度、情報
の共有化を図り、人と
人とのネットワークを
形成することが大切

→ 顔が見える関係

情報を共有し合い、

一緒の場において、同
じ目的に向かって支援
を探ることを通してて
チームワークが生まれ
る

→同じ方向を見る関
係

フットワーク

平成22年度サービス管理責任者指導者養成研修テキストより引用



人の社会生活

①健康・食生活

生活環境（安全）

食生活・栄養管理・食材選択
健康管理・疾病管理・防犯
安全・地域の防災・危険時対応

⑥コミュニケーション

・情報取得・コミュニケーション手段
・災害対応・緊急 連絡システム
（誘導案内・危険情報）

⑤育つ
・育てる・学ぶ

教育機会・各種関連機関の利便性・啓蒙・啓発
活動・伝統文化・教育内容・教育機会など

④就業・労働

個性の発揮・役割の実
現・生計の維持・雇用
環境・産業動向

②住まう・暮らす

・ 住環境：立地条件
・地域のまちづくり・生活関連
施設等の利便性・バリアフリー・
住居管理・設備生活施設・娯楽
・施設やサービス機能
・暮らし：家事
・家政・在宅サービス・
・基礎自治体のサービス状況

⑧地域

・交遊関係:友人・集団・利害関係）
交遊関係の比重（生活時間・意識・
経費）
・地域社会との関係：自治会・近所
づきあい・地域の行事への参画
（祭り・環境美化・生活関連行事）
・地域の変化との連携

⑦交通・移動

公共交通機関

利便性・安全性・
モビリティー
バリアフリー

③所得・消費

生活設計・生活コスト
(生活・文化的価値)・財
資産の保有・蓄財の意
識・質向上のための資
本投下

社会生活の多様性 ～トータルな視点での支援～


